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1. 前報 におい ては，タイトスカートのダーツを決定

ナ るにあたって ウェスト線 をもとにし て決めるKunick

氏 法により， ウェスト線 のダーツとなる部分の縫製前の

形 を， 前々報 におい て報告し た曲線 上に設定するダーツ

の作図法 を応用，解析し た。しかし，こ の方 法では， ダ

ーツの方向お よび設定位 置の選定 につい てはなお問題 が

あ るが， ダーツ量について は設定位 置に適し た量が求 め

られた。

ダーツ本来 の目的 からす れば， 出来上 り後の位 置（ 美

し く見 える） を考 えにいれ， ウェストお よびヒ ップ 間の

よりふ くらんでい る適 当な部 分にダーツの先端がい くよ

引こし てダーツ量 を決 定ナ るのが合 理的で ある。

本報で はヒ ップ線 の長 さをウェスト線 の長さにまで，

そ の ぶ くらみ″に応じ てダーツにより縮 少するために

ダーツ量の配 分につい ての予 備知識 をうる研究を行なっ

た。
2. 予 め被験 者のウェスト，ヒ ップ間 の形 態を調べ，

ぶ くらみ″の大きい点を決 め,  Kunick 氏 法とは反対 の

方法を用い， ダーツ量 を決定 する。

3レ 形 態の調査結果 から従来 のような横断面線 をもと

とす る二 次元 のみの結果 からダーツ量を決定 するのもよ

い が，縦断面線 の結果（ふ くらみ） を考 えにい れた三次

元 の考 え方か らす るのが合理的であ る。


